
（１） ２０２４年（令和６年）５月６日（月曜日）
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学
校
情
報
化
認
定

優
良
校
３
０
０
０
校
を
突
破

……………………………………

……………………………………

文
部
科
学
省
は
４
月
２４
日
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
端
末
を
十
分
に
活
用
し
て
い
る
授
業
の
実
測

デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
１
校
あ
た
り
の
帯
域
の
目
安
（
当
面
の
推
奨
帯
域
）
を
学
校
規
模

ご
と
に
設
定
、
公
表
し
た
。
各
学
校
の
通
信
速
度
の
実
測
結
果
（
簡
易
測
定
結
果
）
か

ら
推
計
さ
れ
る
当
該
目
安
の
達
成
状
況
等
を
整
理
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
庁
は
４
月
２６

日
、
全
国
の
校
務
Ｄ
Ｘ
の
取

組
状
況
を
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド

化
し
て
公
開
し
た
。
本
ダ
ッ

シ
ュ
ボ
ー
ド
で
は
都
道
府
県

ご
と
、
市
区
町
村
ご
と
に
校

務
Ｄ
Ｘ
の
進
捗
状
況
を
可
視

化
。
タ
ブ
の
選
択
を
変
更
す

る
こ
と
で
各
項
目
別
の
デ
ー

タ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
デ
ジ
タ
ル
庁
で
は
２

０
２
４
年
度
、
教
育
分
野
の

デ
ー
タ
連
携
に
関
し
て
次
の

施
策
に
取
り
組
む
。

■
デ
ー
タ
連
携
を
実
証

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
教
職

員
の
負
担
軽
減
等
の
仕
組
み

を
教
育
委
員
会
や
学
校
に
広

げ
る
た
め
、
国
際
標
準
規
格

（OneRoster

・LTI

）
実

装
済
の
サ
ー
ビ
ス
を
用
い
て

デ
ー
タ
（
名
簿
情
報
）
連
携

の
実
証
を
実
施
。
デ
ー
タ
連

携
を
進
め
る
た
め
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
更
新
す
る
。

■
学
習
履
歴
活
用
を
実
証

児
童
生
徒
が
ど
の
教
材
等

を
用
い
て
も
、
進
捗
度
判
定

や
レ
コ
メ
ン
ド
等
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
が
可
能
と
な
る
ス

タ
デ
ィ
ロ
グ
（
学
習
履
歴
）

活
用
に
つ
い
て
、
鹿
児
島
市

で
２
０
２
３
年
度
に
行
っ
た

実
証
を
今
年
度
も
継
続
。

■
新
た
な
調
達
方
法
を
提
案

教
育
Ｄ
Ｘ
サ
ー
ビ
ス
マ
ッ

プ
／
カ
タ
ロ
グ
サ
イ
ト
（
α

版
を
２
０
２
３
年
度
公
開
）

を
改
善
し
て
β
版
を
公
開
。

自
治
体
と
事
業
者
と
の
新
た

な
調
達
手
法
で
あ
る
デ
ジ
タ

ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス

（
Ｄ
Ｍ
Ｐ
）
の
高
度
化
を
図

る
。

■
高
校
入
試
を
デ
ジ
タ
ル
化

高
校
入
試
実
務
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
向
け
て
技
術
仕
様
等

の
検
討
。
２
０
２
５
年
度
の

実
証
を
準
備
す
る
。
具
体
的

に
は
Ｐ
Ｃ
入
力
し
た
調
査
書

は
デ
ジ
タ
ル
上
で
決
裁
・
Ｗ

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
高
等
学

校
に
も
電
子
デ
ー
タ
を
送
付

し
て
紙
媒
体
の
受
け
渡
し
を

削
減
す
る
こ
と
を
想
定
。
こ

れ
に
よ
り
入
試
実
務
作
業
に

つ
い
て
中
学
校
約
４３
〜
５９

％
、
高
等
学
校
約
７１
〜
８０
％

の
工
数
を
削
減
す
る
。

調
査
は
２
０
２
３
年
１１
〜

１２
月
に
全
国
約
１
８
０
０
の

教
育
委
員
会
及
び
す
べ
て
の

小
中
高
等
学
校
約
３
万
２
０

０
０
校
を
対
象
に
授
業
時
間

外
に
行
っ
た
。

端
末
を
十
分
に
活
用
し
て

い
る
授
業
の
実
測
デ
ー
タ
を

基
に
、
学
校
規
模
ご
と
に
１

校
当
た
り
の
帯
域
の
目
安

（
当
面
の
推
奨
帯
域
）
を
設

定
（
表
参
照
）
。
ま
ず
は
こ

の
「
当
面
の
推
奨
帯
域
」
の

整
備
を
目
指
す
こ
と
を
求
め

た
。
本
数
値
は
ベ
ス
ト
エ
フ

ォ
ー
ト
型
契
約
時
の
理
論
値

で
は
な
く
帯
域
の
実
測
値
。

「
当
面
の
推
奨
帯
域
」

は
、
同
時
に
各
学
年
・
各
ク

ラ
ス
の
授
業
に
お
い
て
多
数

の
児
童
生
徒
が
高
頻
度
で
端

末
を
活
用
し
て
も
ほ
ぼ
支
障

が
な
い
水
準
。
た
だ
し
こ
の

数
値
は
サ
ー
ビ
ス
コ
ン
テ
ン

ツ
の
容
量
や
利
用
実
態
に
応

じ
で
見
直
す
こ
と
か
ら
「
当

面
の
」
と
し
た
。
な
お
当
面

の
推
奨
帯
域
を
満
た
す
学
校

数
を
推
計
す
る
と
、
約
２
割

程
度
。
特
に
児
童
生
徒
数
が

７
０
１
人
以
上
の
学
校
で

は
、
推
奨
帯
域
を
満
た
す
学

校
の
割
合
が
特
に
少
な
い
。

自
治
体
の
約
９５
％
が

ベ
ス
ト
エ
フ
ォ
ー
ト
型

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
契
約

に
つ
い
て
は
帯
域
確
保
型
の

回
線
を
契
約
し
て
い
る
自
治

体
は
約
３
％
、
ベ
ス
ト
エ
フ

ォ
ー
ト
型
回
線
（
共
用
回

線
）
を
契
約
し
て
い
る
自
治

体
は
約
９５
％
。
一
方
で
特
に

中
規
模
以
上
の
学
校
で
は
、

通
常
の
ベ
ス
ト
エ
フ
ォ
ー
ト

回
線
で
は
十
分
な
帯
域
が
確

保
さ
れ
な
い
可
能
性
が
高
い

こ
と
を
指
摘
。
な
お
ベ
ス
ト

エ
フ
ォ
ー
ト
型
回
線
で
あ
り

な
が
ら
比
較
的
速
度
が
出
て

い
る
サ
ー
ビ
ス
を
契
約
し
て

い
る
事
例
も
存
在
す
る

（
「
１０
Ｇ
ｂ
ｐ
ｓ
の
よ
う
に

帯
域
が
大
き
い
サ
ー
ビ
ス
を

導
入
」
、
「
異
な
る
通
信
事

業
者
の
回
線
を
複
数
敷
設
」

「
共
有
先
が
少
な
い
サ
ー
ビ

ス
を
導
入
」
な
ど
）
こ
と
、

帯
域
確
保
型
の
回
線
契
約
は

非
常
に
高
額
（
例
＝
１
Ｇ
ｂ

ｐ
ｓ
の
帯
域
確
保
で
１
校
当

た
り
定
価
ベ
ー
ス
月
額
約
５０

〜
１
５
０
万
円
）
だ
が
、
地

域
に
よ
っ
て
は
こ
れ
よ
り
も

安
価
に
調
達
し
て
い
る
事
例

（
１
校
あ
た
り
月
額
数
万
円

〜
２０
万
円
）
も
あ
る
こ
と
を

追
記
し
て
い
る
。
自
治
体
担

当
者
の
専
門
性
向
上
の
た
め

に
「
学
校
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

改
善
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
も
提

示
。
▼
詳
細https://w

ww.mext.go.jp/conte
nt/20240426-mxt_jogai
01-000035663_1.pdf

EDIX 東京特集 ２―７面・１０面
今期約３５０社が出展する EDIX 東京から出展社
及び関連情報・事例を紹介。GIGA スクール
構想の成果が幅広く報告され、公開授業や事例
報告など各社ブースのイベントも充実している

教育委員会対象セミナー広島 ８面
泰山裕准教授（鳴門教育大学・講演時）、東広
島市教育委員会、廿日市市立宮園小学校、広島
市立牛田中学校、江田島市立大古小学校が講演

第
２１
回
教
育
デ
ー
タ
の
利

活
用
に
関
す
る
有
識
者
会
議

（
座
長
＝
堀
田
龍
也
教
授
・

東
京
学
芸
大
学
教
職
大
学

院
）
が
４
月
２２
日
、
開
催
さ

れ
た
。
本
会
議
は
教
育
デ
ー

タ
利
活
用
に
向
け
て
、
メ
ン

バ
ー
も
一
部
入
れ
替
え
て
昨

年
度
に
引
き
続
き
設
置
さ
れ

た
も
の
。
２
０
２
０
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
３
期
目
と
な

る
今
年
度
は
、
２
０
２
４
年

３
月
に
公
表
し
た
「
教
育
デ

ー
タ
利
活
用
に
向
け
た
実
効

的
な
方
策
に
つ
い
て
」
に
基

づ
き
、
教
育
デ
ー
タ
の
利
活

用
を
全
国
の
教
育
委
員
会
や

学
校
で
実
現
す
る
方
策
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

堀
田
座
長
は
「
本
会
議
は

学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

の
会
議
と
同
時
に
２
０
２
０

年
か
ら
検
討
が
始
ま
り
、

『
デ
ー
タ
連
携
を
し
た
ら
ど

う
な
る
の
か
』『
実
行
可
能
な

の
か
、
や
っ
て
良
い
の
か
』

等
の
検
討
か
ら
着
手
し
た
。

今
年
度
は
教
育
デ
ー
タ
利
活

用
に
向
け
て
納
得
度
の
高
い

ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
を
創
出
し
、

着
手
で
き
る
自
治
体
か
ら
取

り
組
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
教

育
委
員
会
や
民
間
、
関
係
団

体
の
役
割
や
支
援
を
明
確
に

す
る
」
と
話
し
た
。
議
論
の

取
り
ま
と
め
は
１２
月
。

木
田
委
員
（
鹿
児
島
市
教

育
委
員
会
）
は
、
「
今
年
度

か
ら
教
育
Ｄ
Ｘ
部
長
と
し
て

各
課
連
携
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
様
々
な
課
で
各
校
に
調

査
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
様

式
を
統
一
し
て
学
校
負
担
減

に
つ
な
げ
る
こ
と
か
ら
着
手

し
て
い
る
」
と
話
し
た
。
小

﨑
委
員
（
奈
良
教
育
大
学
准

教
授
）
は
「
本
県
で
は
小
学

校
の
時
入
力
し
た
デ
ー
タ
を

高
校
受
験
で
も
活
用
で
き

る
。
小
中
学
校
９
年
間
の
デ

ー
タ
も
高
校
で
利
用
で
き

る
」
と
報
告
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
庁
の
実
証
で
学

習
履
歴
活
用
に
取
り
組
ん
で

い
る
鹿
児
島
市
で
は
小
学
校

５
年
算
数
・
中
学
校
１
年
数

学
の
自
由
進
度
学
習
で
実

施
。
取
得
す
る
デ
ー
タ
は

「
非
認
知
能
力
ア
セ
ス
メ
ン

ト
」の
回
答
デ
ー
タ（
学
習
前

後
）、デ
ジ
タ
ル
ド
リ
ル
や
授

業
支
援
ク
ラ
ウ
ド
の
学
習
デ

ー
タ
（
学
習
中
）
、
「
学
級

経
営
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
の
回

答
デ
ー
タ
（
学
習
前
後
）
。

鹿
児
島
県
も
奈
良
県
も
県
域

ア
カ
ウ
ン
ト
を
発
行
し
て
デ

ジ
タ
ル
連
携
し
や
す
い
仕
組

み
を
構
築
し
て
い
る
。

子
供
た
ち
が
自
律
的
に
学

習
で
き
る
環
境
は
、
学
校
だ

け
で
な
く
、
家
庭
で
も
充
実

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

松
浦
市
立
鷹
島
小
学
校
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
家
庭
学
習

の
在
り
方
を
見
直
し
、
「
や

ら
さ
れ
る
家
庭
学
習
」
で
は

な
く
、
「
子
供
自
ら
が
取
り

組
む
家
庭
学
習
」
へ
の
転
換

を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

現
在
は
算
数
を
中
心
と
し

て
、
家
庭
で
の
予
習
を
位
置

付
け
た
学
習
過
程
に
お
い

て
、
情
報
端
末
の
有
効
活
用

を
進
め
て
い
る
。

子
供
た
ち
は
情
報
端
末
を

家
庭
に
持
ち
帰
り
、
情
報
端

末
を
用
い
た
家
庭
で
の
予
習

を
行
う
。
そ
れ
を
基
に
授
業

の
中
で
は
互
い
の
考
え
を
深

め
合
う
。
授
業
の
終
わ
り
に

は
次
時
の
課
題
を
把
握
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
家
庭
で

情
報
端
末
を
効
果
的
に
活
用

し
な
が
ら
、
習
得
し
た
概
念

を
活
用
し
て
課
題
を
解
決
す

る
学
習
の
充
実
を
目
指
し
て

い
る
。

さ
ら
に
、
教
員
や
保
護
者

が
子
供
の
自
己
調
整
を
支
援

す
る
た
め
に
、
ク
ラ
ウ
ド
を

活
用
し
子
供
の
学
習
状
況
や

学
習
意
欲
等
を
把
握
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
に
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
。

確
か
な
学
力
、
自
律
、
メ

タ
認
知
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の

視
点
か
ら
、
年
３
回
（
５

月
、
７
月
、
１０
月
）
実
施

し
、
そ
の
結
果
を
教
員
や
保

護
者
に
共
有
し
て
、
家
庭
学

習
や
授
業
の
改
善
を
図
る
よ

う
に
し
た
。
さ
ら
に
、
子
供

と
同
様
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
保

護
者
に
も
依
頼
。
意
識
づ
け

を
図
っ
た
。

昨
年
度
は
、
小
中
学
校
の

子
供
た
ち
、
保
護
者
、
地
域

住
民
の
方
々
で
「
な
ぜ

勉

強
は
必
要
な
の
か
」
を
テ
ー

マ
に
「
み
ら
い
会
議
」
を
開

催
し
た
。今
後
、学
校
だ
け
が

学
び
の
環
境
を
提
供
す
る
の

で
は
な
く
、
家
庭
や
地
域
が

一
体
と
な
っ
た
学
習
環
境
の

充
実
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

教
科
書
研
究
セ
ン
タ
ー

は
、
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教

科
書
の
活
用
事
例
集
「
す
ぐ

に
使
え
る
学
習
者
用
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
活
用
事
例
集
（
中

学
校
編
）」を
刊
行
し
た
。
こ

れ
は
、
同
セ
ン
タ
ー
が
２
０

１
８
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
「
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
に
関

す
る
調
査
研
究
」
の
研
究
成

果
の
一
環
と
し
て
作
成
し
た

も
の
で
、
昨
年
３
月
に
刊
行

し
た「
小
学
校
編
」に
続
く
も

の
。教
科
は
、国
語
、社
会
、数

学
、理
科
、外
国
語（
英
語
）、

音
楽
、
美
術
、
技
術
、
家
庭

な
ど
。
特
別
な
支
援
が
必
要

な
児
童
生
徒
用
に
も
活
用
事

例
を
示
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー

Ｗ
ｅ
ｂ
か
ら
「
小
学
校
編
」

「
中
学
校
編
」
と
も
に
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。http

s://textbook-rc.or.jp/
digital-jireisyu/

日
本
教
育
工
学
協
会
（
Ｊ

Ａ
Ｅ
Ｔ
）
が
推
進
し
て
い
る

「
学
校
情
報
化
認
定
」
の
優

良
校
が
３
０
０
０
校
を
突
破

し
た
。
学
校
情
報
化
認
定
は

小
中
学
校
及
び
高
等
学
校
に

お
い
て
、同
協
会
が
示
す「
学

校
情
報
化
診
断
シ
ス
テ
ム
」

を
活
用
し
て
情
報
化
の
状
況

を
自
己
評
価
し
た
上
で
審
査

委
員
会
に
よ
る
審
査
を
経
、

総
合
的
に
情
報
化
が
進
ん
で

い
る
と
認
定
す
る
も
の
。
本

認
定
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

定
期
的
に
自
己
評
価
を
行
う

こ
と
や
自
校
の
強
み
、
不
足

を
明
ら
か
に
し
て
今
後
の
取

組
の
計
画
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、
２
０
１

４
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
き

た
。
一
覧
は
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か

ら
確
認
で
き
る
（https:/

/jaet.jp/nintei/

）
。
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校務DXの取組ダッシュボード化校務DXの取組ダッシュボード化

デジタル庁

校務ＤＸ取組状況を都道府県や案件ごとに可視化
タブで地域や案件を選択できる

学習者用デジタル教科書
活用事例集「中学校編」刊行
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